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大学との信頼関係から生まれた！

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 菊池 愛海 ] 

Kikuchi.Manami@univ.coop

【発行元】
全国大学生協連
関西北陸ブロック

奈良教育大学生協の大学との信頼関係はどこから生まれているので
しょうか？そこには学生委員の想いがありました！

[ 新学期 ]
×

[ ともにつくる ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

奈良教育大学生協学生委員会（以下、学
委）は、大学の教授からの依頼を受け後期の
履修相談会を4日間オンラインで開催しまし
た。オンラインシステムは大学から提供され、
学生委員会は履修相談をするという役割分担
がなされていました。

情宣については学委のSNSに力を入れ毎日更新
をしていました。SNSをしていない人のために大
学に頼み、全学生にメールで案内をしてもらいま
した。
また、履修相談会を行うにあたって大学と学生

の会議を行いました。履修は毎年少しずつ変化す
るため、学生委員ですべての専修(学科)の 1回生後
期の履修を実際に組んでいました。この努力に
よって、自分たちの実感はもちろん、1回生の実態
も合わせて“伝えきる”ことができています。
学生委員会は毎年春に『なんでも相談会』とい

う履修相談会を行っています。今年は中止になり
ながらも履修の組み方がよくわかる履修マスター
を作成し、1回生に喜ばれました。今回もオンライ
ンでの開催でした。形を変えながらでも1回生に想
いをもって取り組むことができ、大学との信頼関
係もさらに築くことができました。

“伝えきった”履修相談会！

当初、参加対象を1回生にしていましたが、
SNSやメールをみた2回生の「1回生以上も参
加できるか？」という声をしっかりと拾い、
参加者の幅を広げました。これも学生委員会
の企画への信頼がある成果ですね！

多くの組合員に広がりを見せる！

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA


